
第1糧建造物（板碑）

然
石
（
巾
○
・
四
五
、

高
一
・
四
、
厚
○
・

一
五
米
）
で
、
猿
田

彦
大
神
、
明
治
二
十

一
年
（
一
八
八
八
）

子
十
一
月
吉
日
、
氏

子
中
と
銘
あ
り
。

’

二

三

所

在

地

大

字

大

見

口

（

岩

下

）

佐
渡
良
隆
氏
裏
手
に
旧
道
あ
り
。
そ
の
岐
路
に
大
き
な
岩
石
が
あ
り
、

そ
の
上
に
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
基
礎
自
然
石
（
巾
四
・
○
、
高
二
・

○
米
）
碑
石
（
下
巾
○
・
五
、
上
巾
○
・
七
、
高
一
・
一
五
、
厚
○
・
一

五
米
）
面
に
、
宅
地
寄
進
、
佐
渡
今
助
治
郎
、
猿
田
彦
大
神
、
丑
正
月
吉

日
、
岩
下
村
氏
中
、
世
話
人
、
同
芳
之
十
と
銘
あ
り
。

○

二
二

’
二
一
一
所
在
地
大
字
上
差
尾
（
百
枝
）

部
落
内
（
岩
下
線
入
口
）
四
叉
路
の
地
点
に
、
板
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ

る
。
台
石
二
段
（
下
巾
○
・
七
五
、
高
○
・
四
三
米
、
上
巾
○
・
七
、
高

二
段
（
下

’
二
四

平

木

孝

米
）
で
自

一
氏
宅
前
に
板
碑
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

所
在
地
大
字
二
津
留

垂

■

『■ 詮

1
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■
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に
猿
田
彦
大
神
の
板
碑
あ
り
。
文
政
七
年
二
八
二
四
）
五
月
吉
日
の
銘

が
あ
る
。
（
高
○
・
九
、
巾
○
・
三
三
、
厚
○
・
二
米
）
の
自
然
石
。
碑
の

上
部
の
日
型
は
、
二
つ
共
丸
で
朱
で
月
型
、
臼
型
を
型
と
っ
て
あ
っ
た
よ

う
で
朱
の
あ
と
が
少
し
残
っ
て
い
る
。

台
石
（
巾
○
・
六
、
厚
○
・
一
米
）
の
上
に
、
自
然
石
（
巾
○
・
四
四
、

高
○
・
九
五
、
厚
○
・
二
二
米
）
で
、
猿
田
彦
大
神
、
明
治
二
十
二
年
（

八
八
九
）
丑
二
月
吉
日
氏
子
中
、
世
話
方
、
工
藤
政
八
と
銘
あ
り
。

一

二

五

所

在

地

大

字

東

竹

原

菅
原
神
社
境
内
横
に
、
台
石
（
巾
○
・
五
五
、
厚
○
・
○
六
米
コ
ン
ク

リ
ー
ト
）
の
上
に
、
巾
○
・
五
七
、
厚
○
・
二
、
高
○
。
七
一
米
の
自
然

石
に
猿
田
彦
大
神
と
刻
れ
祀
れ
て
あ
る
。
明
治
十
八
年
甲
斐
有
雄
と
銘
が

あ
る
。

~~

二

五

’

二

所

在

地

大

字

大

野

国
道
二
一
八
号
（
大
野
小
下
）
よ
り
左
町
道
に
入
り
約
一
○
○
米
の
所
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一

一
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壱二

［二二『

申 卓一

朧

三

、

明

王

四

、

言

旦
ユ

ノ

五

、

権

現

石
佛
の
形
は
、
種
々
あ
る
が
、
大
別
す
る
と

一
、
如
来
仏
の
中
で
最
高
の
境
地
に
達
し
た
存
在
で
、
悟
を
ひ
ら

｜

、

石

佛

第

２

編

石

佛

い
た
成
道
の
す
が
た
。

釈
迦
◆
阿
弥
陀
・
薬
師
・
大
日
等

如
来
の
境
地
に
達
す
る
前
の
段
階

け

人

さ

少

、

観
世
音
（
聖
．
十
二
回
・
千
手
・
不
空
・
網
索
・
馬
頭
・

孔

ろ

声

、

如
意
輪
）
文
珠
・
弥
勒
・
普
賢
◆
虚
空
蔵
◆
地
蔵
等

じ

ゅ

も

ん

ふ

ん

ぬ

密
教
で
呪
文
の
絶
大
な
功
力
を
現
し
て
念
郷
す
る
姿

不
動
・
五
大
・
金
剛
償
叉
・
愛
染
等

付

セ

リ

へ

謹
法
神
な
ど
で
仏
教
以
外
の
神
が
仏
教
に
帰
依
し
吸
収

さ
れ
、
仏
教
守
護
の
形
を
と
る
（
俗
人
の
形
・
武
神
の

形
）持

国
天
・
増
長
天
・
多
間
天
・
吉
祥
天
・
帝
釈
天
・
梵

天
・
弁
財
天
・
大
黒
天
等

孟
迩
思
想
か
ら
仏
と
考
え
た

権
現
・
荒
神
・
道
禍
神
字

（
、
祖
師
像
弘
法
大
師
・
伝
教
大
師
・
牢
也
上
人
・
聖
徳
人
師
像
等

町
内
各
部
落
の
堂
さ
ん
の
中
に
は
色
々
な
仏
像
が
合
祀
さ
れ
て
あ
り
ま

す
が
、
木
浩
仏
像
が
多
く
、
こ
れ
等
に
つ
い
て
は
、
各
堂
等
の
調
資
の
時

に
、
後
の
集
で
詳
し
く
登
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
う
し
た
石
仏
は
堂
内
に
合
祀
さ
れ
て
、
京
派
に
さ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
る
が
、
道
の
辺
に
、
ひ
っ
そ
り
と
一
人
淋
し
く
立
ち
、
又
苔
牛
し
た
石

仏
を
見
る
と
き
、
一
抹
の
悲
哀
を
感
じ
、
幾
度
か
頭
を
な
で
、
私
達
の
先

人
が
残
し
て
く
れ
た
遺
産
を
大
切
に
し
た
い
も
の
と
感
じ
た
。

１

石

室

一
二
六
所
在
地
大
字
滝
上
（
下
番
）

馬
見
原
夫
婦
岩
の
南
側
の
自
然
岩
の
上
に
、
石
室
の
祠
あ
り
、
秋
葉
山

大
権
現
が
祭
祀
さ
れ
て
あ
り
、
大
権
現
が
馬
に
乗
っ
た
婆
で
あ
る
。

こ
れ
の
由
来
と
し
て
は
、
氏
子
一
同
の
、
家
内
安
全
と
、
五
穀
菩
穰
、

商
売
繁
昌
を
念
じ
て
祭
祀
さ
れ
、
そ
れ
が
受
継
が
れ
て
い
る
。
こ
の
三
河

橋
は
、
昔
は
こ
の
下
流
に
木
橋
と
し
て
架
設
し
て
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
代

よ
り
、
こ
こ
に
祭
祀
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
旧
家
西
小
倉
犀
の
古
文

苔
に
、
そ
の
こ
と
が
記
録
し
て
あ
っ
た
が
、
火
災
の
た
め
に
古
文
吉
は
、

焼
失
さ
れ
た
。
祭
礼
は
、
十
一
月
二
十
三
日
、
夫
婦
岩
の
祭
礼
と
、
同
時

に
行
わ
れ
て
い
る
。

又
由
来
の
別
例
と
し
て
、
昔
山
伏
行
者
の
修
業
の
座
と
し
て
あ
り
、
川
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第2鱈石 佛（石室）

’

二

七

所

在

地

大

字

馬

見

原

（

古

町

）

馬
見
原
の
市
街
地
道
路
の
正
面
つ
き
あ
た
り
（
二
六
五
号
線
沿
い
）
に
、

恵
比
須
宮
が
祭
祀
さ
れ
て
あ
る
。
昭
和
四
十
一
年
に
鎮
座
百
年
祭
が
行
わ

れ
て
い
る
の
で
、
明
治
の
初
期
に
、
祭
祀
さ
れ
た
も
の
と
思
れ
る
。
（
巾
○
・

九
奥
○
・
七
笠
巾
一
・
二
六
高
一
・
六
四
米
）

恵

比

須

宮

此
処
の
恵
比
須
宮
は
、
大
阪
西
の
宮
、
恵
比
須
宮
よ
り
、
お
受
け
し
た

も
の
で
、
商
売
の
神
様
と
し
て
、
祭
祀
さ
れ
、
毎
年
十
月
二
十
日
の
祭
日

に
は
、
町
内
の
商
家
は
、
笹
の
枝
に
、
鯛
を
さ
し
て
恵
比
須
宮
の
神
前
に

供
え
、
夕
べ
に
持
ち
か
え
り
、
そ
れ
を
肴
に
、
商
売
繁
盛
を
祝
う
な
ら
わ

其
礎
自
然
岩
石
の
上
に
、
台
石
（
巾

○
・
七
二
厚
○
・
二
一
米
）
室
高

（
○
・
六
七
巾
○
・
六
六
米
）
笠

（
高
○
・
三
三
巾
○
◇
六
六
米
）

れ
し
と
云
う
其
の
座
跡
に
祠
を
立
て
、

山
伏
が
火
災
を
鎮
め
、
家
内
安
全
と
、

五
穀
豊
穣
を
祈
り
、
合
わ
せ
祀
ら
れ

し
と
云
わ
れ
て
い
る
。

家
内
安
全
と
、

の
せ
夢
ら
ぎ
の
音
に
合
せ
行
を
成
さ

祷
を
さ
れ
、
そ
れ

り
と
云
う
。
彼
の

り
て
住
民
苦
し
め

よ
り
此
の
部
落
に
火
災
が
な
く
な
っ
た
と
云
う
。
又
、
と
て
も
新
に
て
不

お
坊
さ
ん
が
あ
わ

れ
み
、
水
の
法
祈

昔
こ
の
部
落
に

は
、
毎
年
大
火
あ

郎
氏
（
故
人
）
の
話
し
に
よ
れ
ば
、
話
し
は
昔
に
遡
り
、
と
て
も
力
の
強

い
方
で
、
円
大
法
院
と
云
う
。
お
坊
さ
ん
が
い
ら
れ
て
、
そ
の
方
を
埋
っ

一

二

八

所

在

地

大

字

花

上

（

下

神

働

）

下
神
働
部
落
入
口
右
側
に
小
塚
あ
り
て
石
室
が
建
て
ら
れ
て
る
。
（
巾

○
・
四
六
高
○
・
三
七
米
笠
巾
○
・
五
六
高
○
・
二
八
米
）
中
に

石
仏
一
体
祀
ら
れ
て
あ
る
。
（
巾
○
・
一
八
高
○
・
三
米
）
以
前
こ
こ
に

は
、
数
百
年
を
経
た
、
老
松
大
木
あ
っ
た
が
、
落
雷
に
て
枯
倒
れ
た
が
、

こ
の
塚
を
部
落
民
は
、
や
ん
ぽ
し
さ
ん
と
呼
ん
で
い
る
。
古
老
有
働
取
太

て
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

し
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
日
で
は
、
其
の
風
習
も
少
な
く
な
り
、
一
部
の

商
家
に
見
ら
れ
る
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
昔
は
こ
の
祭
の
夜
は
、
相
撲
等

が
行
わ
れ
て
大
変
賑
っ
て
い
た
。

吟
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精
あ
れ
ば
た
ち
ど
こ
ろ
に
、
た
麓
り
あ
り
と
云
わ
れ
て
お
り
、
部
落
民
毎
三
米
）
の
石
仏
が
三
体
ず
つ
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。

年
旧
十
一
月
一
日
を
、
祭
礼
の
日
と
し
て
お
詣
り
し
て
い
る
。
側
に
宝
薩

印
塔
・
頭
部
が
あ
り
昔
の
供
養
塔
の
一
部
か
と
思
れ
る
。

世
音
、
七
十
三
番
釈
迦
如
来
、
七
十
四
番
薬
師
如
来
、
が
奉
祀
さ
れ
て
あ
る
。

此
の
建
立
に
は
、
山
口
白
寿
が
主
体
と
な
っ
て
、
三
地
区
の
信
者
、
崇

敬
者
と
共
に
、
建
立
さ
れ
た
も
の
で
、
仏
像
の
右
側
に
、
泰
寄
の
碑
が
あ

り
、
正
衛
外
数
十
名
の
信
者
名
を
彫
刻
し
て
あ
る
。

石
室
左
側
は
、
（
巾
一
・
五
五
高
さ
一
・
四
五
奥
行
○
・
六
瓦
米
）

右
側
は
（
巾
》
・
○
米
の
石
室
）
台
荊
（
』
尚
さ
○
・
一
：
巾
○
・
・
↑

’

二

九

所

在

地

大

字

二

瀬

本

（

小

園

）

照

謡

蟻

鳴

議

澤

蕊

飾

二
瀬
本
（
宮
の
下
・
町
）
大
野
原
、

丸
小
野
、
三
部
落
民
が
、
弘
化
五

年
（
一
八
四
八
）
三
月
二
十
四
日

八
十
八
ヶ
所
参
り
の
穂
地
と
し
て

奉
齊
さ
れ
た
も
の
で
、
六
十
六
番

千
手
観
音
・
六
十
七
番
薬
師
如
来
、

六
十
八
番
弥
陀
仏
、
六
十
九
番
観

れ
て
あ
る
。

馬
ま
で
も
大
量
に
焼
死
し
た
と
云
わ
れ
る
。
部
落
内
で
は
、
田
上
亀
太
郎

氏
宅
は
、
飼
育
頭
数
も
多
く
、
牛
馬
も
相
当
数
焼
死
し
た
の
で
、
此
の
霊

を
弔
う
た
め
個
人
で
観
音
堂
を
つ
く
り
霊
を
弔
っ
て
、
今
日
に
及
ん
で
い

る
。
堂
は
『
現
在
地
に
鎮
座
さ
れ
た
が
、
土
地
所
有
者
の
移
転
と
、
道
路

の
改
良
Ｌ
事
等
に
よ
り
、
田
上
静
夫
氏
宅
地
に
移
転
さ
れ
て
、
現
在
も
、

毎
年
牛
馬
の
霊
を
弔
っ
て
き
て
い
る
。

（

田

上

静

夫

氏

談

）

台
石
（
巾
○
・
八
五
厚
○
・
一
三
米
）
喧
高
二
・
一
五
巾
○
・
七

八
米
）
中
に
二
体
の
仏
像
（
縦
○
・
四
四
横
○
・
一
八
米
）
が
合
祀
さ

れ
て
あ
る
。
明
治
十
七
年
十
一
月
一
日
の
建
立

石
（
巾
麦
・
五
五
米
高
一
・
八
米
）
の
上
に
石
室
が
あ
る
。
（
高
○
・
七

四
巾
○
・
八
米
）
幾
百
年
か
の
洪
水
に
も
耐
え
て
鎮
座
せ
ら
れ
流
失
す

る
こ
と
も
な
く
水
利
の
便
は
も
と
よ
り
農
工
業
の
発
展
を
川
夜
見
識
ら
れ

一

三

一

所

在

地

大

字

橘

（

吐

の

瀬

）

五
ヶ
瀬
川
本
流
と
川
走
川
の
合
流
地
点
よ
り
逆
上
る
こ
と
約
五
○
○
米

の
と
こ
ろ
の
川
端
に
、
注
連
波
水
神
が
、
祀
ら
れ
て
あ
る
。
大
き
い
自
然

－

三

○

所

在

地

大

字

二

獺

本

（

大

野

原

）

明
治
十
七
年
、
大
野
原
部
落
に
大
火
発
生
し
、
人
家
は
も
と
よ
り
、
牛

}6－
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第2雲石 佛（石室）

者
が
百
度
参
り
を
行
う
時
に
此
の
塔
を
廻
っ
て
百
度
の
大
願
を
成
就
さ
せ

て
い
る
。

昭
和
四
十
一
年
吉
日
建
設

’

三

三

所

在

地

大

字

高

辻

町
道
（
高
辻
下
山
線
）
よ
り
右
小
道

に
入
っ
た
所
に
、
石
室
四
基
が
あ
り
、

そ
の
間
に
板
碑
が
二
基
列
び
、
合
祀
さ

れ
て
あ
る
。
左
側
よ
り
石
室
（
高
一
・

○
巾
○
・
五
九
米
）
中
の
仏
像
な
く
、

銘
な
し
、
次
の
石
室
は
、
台
石
二
段
、

（
高
一
。
一
米
）
中
の
仏
像
な
し
笠

部
に
下
組
中
祠
昆
在
天
と
銘
あ
る
。
次

の
石
室
は
、
台
石
（
巾
○
・
八
二
厚

’

’

’

三

所

在

地

大

字

橘

（

吐

の

瀬

）

県
道
河
内
・
矢
部
線
左
側
上
部
の
大
巌
屋
に
、
三
十
余
段
の
石
段
を
登

る
と
、
石
室
と
石
仏
が
列
ん
で
、
安
置
さ
れ
て
い
る
。
石
室
（
台
石
巾
○
・

五
五
高
○
・
一
七
米
）
室
（
高
○
・
六
七
巾
○
・
五
米
）
中
に
淡
島

辨
天
様
が
祀
ら
れ
、
そ
の
横
に
観
音
さ
ん
が
列
ん
で
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。

昔
か
ら
幼
児
の
神
と
し
て
尊
崇
が
あ
つ
く
、
特
に
乳
不
足
の
母
親
等
の
参

拝
が
多
く
、
御
礼
参
り
の
奉
納
の
も
の
と
し
て
、
乳
児
の
形
式
、
守
袋
等

の
品
々
が
所
せ
ま
く
供
え
ら
れ
て
い
る
。

文
政
十
「
亥
（
一
八
二
七
）
正
月
吉
日
椛
山
村
施
主
工
藤
伝
三
郎
と

銘
が
あ
る
。
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不
明
で
あ
る
。

一

三

四

所

在

地

大

字

長

谷

（

塚

の

原

）

町
道
（
倉
木
山
線
）
左
側
に
、
塚
の
原
事
比
羅
宮
が
あ
り
、
境
内
の
左

側
に
石
室
あ
り
中
に
石
仏
三
体
が
祀
っ
て
あ
る
。
室
は
、
基
礎
（
巾
一
・

六
四
高
○
・
七
米
の
石
積
）
の
上
に
（
巾
一
・
五
高
一
・
○
米
）
に

あ
り
、
中
の
石
仏
は
、
右
は
八
十
二
番
千
手
観
音
（
台
石
巾
○
・
三
二
高

あ
り
て
、
奉
納
天
保
十
一

年
（
’
八
四
○
）
九
月
吉

日
左
面
に
小
倉
村
駄
原

木
実
市
治
良
建
之
と
銘

四
○
）
九
月
吉

○
・
一
七
米
）
高
一
・
一
○
・
’
五
石
仏
高
○
・
五
二
巾

四
米
で
、
中
に
仏
像
一
体
○
・
一
三
米
）
中
央
は
、
八
十
三
番

○

二

五

石

仏

高

○

・

五

一

巾

に
小
倉
村
駄
原
○
・
ゞ
二
米
）
左
側
は
、
馬
頭
観
音

良
建
之
と
銘
菩
薩
（
台
石
巾
○
・
四
一
高
○
・

が
あ
る
。
次
に
二
○
石
仏
高
○
・
五
九
巾
○
・

自
然
石
の
板
碑
四
米
）
の
三
体
が
あ
り
、
建
立
年
月

が
二
基
あ
り
て
等
、
詳
し
き
こ
と
不
明
。

｜
番
右
に
石
室
同
境
内
の
右
側
に
、
別
に
石
室
一

が
あ
る
。
中
に
基
あ
り
中
に
石
仏
四
体
が
合
祀
さ
れ

仏
像
一
体
が
祀
て
あ
る
。
石
室
（
巾
一
・
八
五
高

ら
れ
て
あ
る
。

一

。

六

三

米

）

石

仏

右

よ

り

（

高

○

．

詳
し
い
こ
と
は
五
巾
○
・
三
米
）
台
石
に
高
野
山

観
世
音
菩
薩
（
台
石
巾
○
“

来
中
央
は
、
台
石
（
○
”
三
二
高

○
・
○
五
米
）
石
仏
（
高
○
・
五
六

巾
○
・
二
五
米
）
八
十
口
番
千
手
観
音

高
○
・
○
五
米
）
石
仏
（
高
○
・
五

巾
○
◆
二
二
米
）
八
十
口
番
菩
薩
如

と
銘
あ
り

次
の
石
仏
は
、
台
石
（
巾
○
・
三

二二

一

1＝．

1頁〕

次
は
、
台
石
（
巾
○
・
三
二
高
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第2絹 イ 佛（石壊）

一

三

五

所

在

地

大

字

上

差

尾

興
梠
護
久
氏
宅
入
口
左
側
に
、
石
室
が
建
立
さ
れ
て
あ
り
、
妙
見
大
明

神
と
云
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
室
内
に
は
、
台
石
の
み
あ
り
（
虚
空
蔵
菩
薩
と
刻
ま
れ
）
仏
像

は
、
な
く
な
っ
て
い
る
。
下
に
湧
水
池
あ
り
、
興
梠
氏
の
話
し
に
よ
れ
ば
、

こ
の
湧
水
は
、
昔
よ
り
枯
れ
る
こ
と
な
く
、
昔
は
飲
料
水
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
た
。
大
正
末
期
頃
ま
で
毎
年
十
一
月
十
八
日
に
は
、
甘
酒
ま
つ
り

を
行
っ
て
祭
礼
が
行
わ
れ
、
又
子
安
の
神
と
し
て
の
崇
拝
が
多
か
っ
た
と

云
わ
れ
、
杉
・
エ
ノ
木
の
古
木
が
あ
る
。

基
礎
（
石
積
巾
一
・
三
六
高
○
・
八
六
米
）
台
石
（
巾
一
・
○
四
厚

○
・
二
米
）
室
（
高
○
・
七
三
巾
○
・
八
二
米
）
笠
（
巾
一
・
○
八
高

○
・
五
五
米
）

○
・
○
五
米
）
石
仏
（
高
○
・
五
二
巾
○
・
二
米
）
八
十
口
番
十
一
面

菩
薩
・
左
側
は
、
宝
筐
印
塔
の
頭
部
の
み
（
高
○
・
三
米
）
が
置
か
れ
て

あ
る
。
基
礎
台
に
、
泰
寄
進
昭
和
四
十
一
年
九
月
佐
藤
シ
ズ
エ
と

詳
し
き
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

銘
あ
り

’

三

六

所

在

地

大

字

長

崎

（

下

長

崎

）

部
落
三
皇
神
社
横
に
石
室
あ
り
宮
崎
県
諸
塚
よ
り
分
身
さ
れ
た
と
云
う

○
一

三

七

所

在

地

大

字

長

崎

〈

船
の
口
養
漁
場
入
口
よ
り
約
五
○

○
米
花
畑
の
先
方
に
、
若
宮
さ
ん
と

呼
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
天
明
四
年

辰
年
（
一
七
八
四
）
八
月
建
立
の
石

塔
が
あ
る
。
（
台
石
巾
○
・
三
厚

○
・
一
○
室
巾
○
・
二
五
高
○
・

五
五
笠
巾
○
・
四
高
○
・
一
八

米
）
正
面
に
若
宮
大
明
神
と
銘
あ
り

横
に
宝
筐
印
塔
の
一
部
と
思
わ
れ
る

頭
部
が
あ
り
（
長
○
・
二
三
米
巾

（

し
き
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

正
一
位
稲
荷
大
明
神
が
祀
っ
て
あ
る
。

自
然
石
の
く
り
抜
き
の
石
室
で
（
台
石
巾
○
・
六
五
高
○
・
二
五
厚

○
・
五
○
米
の
上
に
巾
○
・
五
五
内
巾
○
・
三
五
高
○
・
八
米
）
あ

る
○

一

三

八

所

在

地

大

字

馬

見

原

（

古

町

）

国
道
二
六
五
号
線
右
側
（
原
商
店
横
）
石
室
言
回
・
二
米
仙
○
。

米
）
相
当
古
き
時
代
に
祀
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
詳

上
長
崎
）
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二
九
米
）
台
石
二
段

（
巾
○
・
八
三
高

○
・
三
二
米
）
中
に

石
仏
一
体
（
地
蔵
菩

薩
）
が
祀
し
あ
る
。

昔
、
古
町
の
は
ず
れ

川
向
の
五
ヶ
瀬
町
萩

原
へ
通
ず
る
小
さ
い
橋
が
、
五
ヶ
瀬
川
に
あ
っ
た
が
（
昭
和
二
十
四
年
頃

ま
で
）
大
水
が
出
る
と
、
水
浸
し
、
人
畜
の
被
害
が
あ
っ
て
い
た
と
云
う
。

像
石
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

安
政
四
年
（
八
五
七
）
九
月
の
建

立
で
あ
る
が
、
詳
し
き
こ
と
は
不
明

で
あ
る
。

石
戸
二
枚
名
○
・
三
台
石
三
段
上

○
・
六
巾
○
・
八
下
○
・
九
米
の

切
石
）
中
に
高
さ
○
・
五
米
の
大
師

そ
の
供
養
の
た
め
に
建
て
ら
れ
た
と
云
わ
れ
る
。

一

三

九

所

在

地

大

字

滝

上

（

部
落
北
側
山
手
に
大
師
堂
の
石
室

あ
り
（
高
○
・
八
六
米
奥
○
・
四

（

剖

急』

竿

渡

）

一

四

○

所

在

地

大

字

方

ヶ

野

藤
嶋
幸
治
氏
前
旧
道
右
側
樅
の
大
木
の
根
に
石
室
あ
り
（
台
石
二
段
上

○
ゞ
四
三
下
○
◆
五
三
米
室
高
○
・
四
三
笠
巾
○
・
五
三
）
大
日

如
来
像
が
安
置
し
あ
り
牛
に
乗
り
て
安
座
し
あ
り
牛
の
神
安
産
の
神

と
し
て
、
毎
年
旧
十
一
月
二
十
八
日
祭
祀
し
あ
り
大
正
七
年
旧
十
一
月

二
十
八
日
建
立
で
立
主
藤
嶋
寿
八
郎
と
銘
あ
り

米
）
室
（
巾
○
・
四
四
高
○
・
五
四
米
）
笠
（
巾
○
・
七
高
○
・
四

三
米
）
中
の
御
神
体
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
の
台
地
、
縦
約
七
米
、
横
六
米
あ
り
て
明
治
の
初
め
馬
見
原
の
豪

一

四

一

所

在

地

大

字

馬

見

原

明

徳

山

の

石

段

三

三

一

段

）

を

上
る
と
老
杉
の
横
に
稲
荷
大
明
神
の

石
室
が
あ
る
。
基
礎
石
積
で
（
下
巾

一
・
一
五
上
巾
一
・
○
六
米
）
室

（

巾

○

・

四

四

内

巾

○

”

三

高

○
・
六
二
米
）
屋
根
は
亜
鉛
板
葺
中

に
は
石
玉
が
祀
っ
て
あ
る
。
老
杉
の

根
元
に
石
室
が
別
に
あ
る
が
（
台
禰

二
段
下
台
巾
○
・
九
五
厚
○
・
一

八

上

台

巾

○

・

六

厚

○

・

一

三

五
四
米
）
笠
（
巾
○
・
七
高
○
・
四
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第2鱈石 佛（石室）

基
礎
石
積
（
下
巾
一
。
八
上
巾
一
・
一
三
高
一
・
三
一
米
）
台
石
二

段
で
（
下
巾
一
・
一
五
厚
○
・
一
九
上
巾
○
・
七
四
厚
○
・
一
四

米
）
中
灯
（
巾
○
・
五
九
高
○
・
五
三
米
）
笠
（
巾
○
・
八
五
高
○
・

三
米
）
横
に
灯
籠
一
基
あ
り
基
礎
（
巾
○
・
六
五
高
○
・
’
五
米
）

台
石
（
巾
○
・
四
五
高
○
・
二
米
）
灯
身
（
巾
○
・
二
高
○
・
五
八

米
）
笠
（
巾
○
・
五
五
高
○
・
四
五
米
）

立
て
（
巾
○
・
二
三
高
○
・
一
七
米
）
に
明
治
十
九
年
丙
戌
二
月
奉
納

新
八
代
屋
と
銘
が
あ
る
。

又
右
側
に
石
灯
籠
が
一
基
あ
る
。
全
長
一
・
五
五
米
で
、
正
面
に
奉
献

横
面
に
昭
和
二
年
九
月
十
五
日
工
藤
寛
三
郎
と
銘
が
あ
る
。

商
壇
那
集
が
商
売
繁

昌
を
祈
念
し
て
奉
納

れ
、
石
柱
が
周
囲
に

数
本
あ
る
。
建
立
年

月
等
不
明
で
あ
る
が
、

正
面
に
石
造
セ
ン
コ

さ
れ
た
も
の
と
云
わ

少
室
の
ｈ
ノ

一

四

二

所

在

地

大

字

馬

見

原

明
徳
山
台
地
稲
荷
社
の
西
側
に
石
室
が
建
立
し
て
あ
る
。
金
刀
比
羅
宮

爵ミニW
~ 一

６
４
４
４

ｐ
呼
一
『

『~･ｿ 一
一
土
人
上
』

一

四

四

所

在

地

大

字

滝

上

（

土

戸

）

元
教
尊
寺
跡
の
裏
杉
山
の
中
に
あ
る
。
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）

癸
Ⅱ
九
月
十
五
日

９
立

主

教

尊

寺

六

代

目

住

宝

叡

山

と

銘

あ

る

。

詳
し
き
こ
と
不
明

石
室
（
下
台
巾
○
・
七
五
厚
○
・
一
五
上
台
巾
○
・
五
二
厚
○
・

一
七
米
）

一

四

三

所

在

地

圓
福
寺
境
内
横
に

石
室
あ
り
中
に
石

仏
一
体
あ
り
お
大

師
さ
ん
と
呼
ば
れ
、

昔
は
祭
礼
時
の
相
撲

で
賑
わ
っ
た
と
云
う
。

石
室
（
高
一
・
○
巾

○
・
四
笠
巾
○
・
六
一
米
）
石
仏
（
高
○
・
二
四
巾
○
・
一
三
米
）

建
立
年
月
等
不
明

正
面
に
奉
寄
進
、
台
石
に
太
留
屋
と
刻
み
あ
り

建
立
年
月
等
不
明
で
あ
る
。大

字
滝
上
（
土
戸
）
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室
巾
（
○
・
三
四
高
○
・
四
五
米
）
笠
巾
（
○
・
五
四
高
○
・
二
四

米
）石

仏
（
巾
○
・
一
八
高
○
・
四
）
一
体

一

四

五

所

在

地

大

字

方

ヶ

野

国
道
二
一
八
号
線
道
路
北
側
南
向

に
石
窟
が
あ
る
。
こ
の
中
に
、
火
伏

地
像
の
石
像
（
高
○
・
六
七
巾
○
．

三
一
台
石
上
巾
○
・
四
三
厚

○
・
五
下
台
巾
二
。
一
○
米
）
が

安
置
さ
れ
て
あ
る
。

文

政

十

三

年

（

月
の
建
立
で
、
部
落
の
災
害
防
止
の

為
祭
祀
さ
れ
た
と
云
わ
れ
る
。
又
此

の
地
像
尊
は
、
「
夜
尿
症
」
「
よ
だ
れ

症
」
に
御
利
益
が
あ
る
と
云
わ
れ
、

れ
て
い
る
。

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
広
場
に
在
り
、
以
前
は
同
セ
ン
タ
ー
裏
に
祀
し

あ
っ
た
。
台
石
一
段
（
下
台
巾
○
・
七
厚
○
・
○
八
上
台
巾
○
・
六

一

四

六

所

在

地

大

字

菅

尾

八
三
○
）
寅
七

近
在
の
人
々
の
願
意
が
多
い
と
云
わ

室六

六

厚
○
・
二
米
）

室
（
高
○
・
五
五

巾
○
・
五
六
米
）

笠
（
巾
○
・
六
五

高
○
。
二
五
米
）

火
伏
の
神
が
祀
ら

れ
、
毎
年
六
月
二

十
四
日
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一

四

七

所

在

地

大

字

菅

尾

茶
工
場
上
の
く
ぬ
ぎ
山
上
に
在
り
（
高
○
・
六
巾
○
・
四
五
米
）
石

室
に
石
仏
一
体
あ
り
お
大
師
さ
ん
と
し
て
祭
祀
さ
れ
て
あ
る
。
大
正
八

年
七
月
の
再
建
で
、
毎
年
三
月
二
十
一
日
祭
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。

’

四

八

所

在

地

大

字

塩

原

（

黒

原

）

犬
淵
、
明
音
大
神
の
後
に
観
音
さ
ん
と
呼
ば
れ
、
（
高
一
・
三
三
巾
○
・

八
五
米
）
石
室
あ
り
、
石
仏
二
体
が
祀
っ
て
あ
る
。
左
側
は
三
面
千
手
観

音
で
建
立
年
月
等
詳
し
き
こ
と
不
明

一

四

九

所

在

地

大

字

今

観
音
堂
の
横
に
（
縦
一
・
三
○
横
○
・
八
五
米
）
石
室
あ
り
仏
像

12
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第2縄 石 佛（石室）

一
体
（
馬
頭
観
音
）
が
祀
れ
て
あ
り
、

弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
一
月
吉
日
、

今

村

氏

子

中

世

話

方

栄

吉

立

花
左
衛
門
と
銘
が
あ
る
。

そ
の
横
に
、
縦
一
・
四
五
米
横
○
・

九
五
米
の
石
室
が
あ
り
、
仏
像
二
体

（
四
十
九
番
釈
迦
如
来
・
五
十
番
薬

師
如
来
）
が
あ
る
。
建
立
年
月
等
不

明’

五

○

所

在

地

永
壽
寺
前
三
叉
路

に
（
縦
一
・
五
五
横

○
・
八
一
米
）
の
石

室
が
あ
る
。
中
に
石

仏
二
体
あ
り
右
四

十
六
番
台
石
（
巾

○
・
四
六
厚
○
・

一
三
米
）
石
仏
（
巾
○
・
二
六
高
○
・
五
一
米
）
左
四
十
七
番
台
石
（
巾

○
・
二
四
厚
○
・
一
三
）
石
仏
（
巾
○
・
一
二
高
○
・
五
四
米
）
建

大
字
八
木

一

五

四

所

在

地

大

字

花

上

（

花

寺

）

観
音
堂
横
に
石
室
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
室
（
巾
○
・
四
四
高
○

五
九
米
）
笠
（
巾
○
・
五
二
高
○
・
二
四
米
）

立
年
月
等
不
明

一

五

三

所

在

地

大

字

菅

尾

中
村
光
男
氏
前
方
丘
に
（
旧
道
上
部
）
（
縦
○
・
九
○
横
○
・
六
三
米
）

石
室
が
あ
り
稲
荷
大
明
神
の
祠
が
あ
る
。

建
立
年
月
等
不
明
で
あ
る
が
、
部
落
で
は
、
毎
年
三
月
二
十
一
日
に
祭
礼

’

五

一

所

在

地

大

字

花

上

（

中

神

働

）

分
校
下
、
部
落
道
横
に
（
縦
○
・
九
三
横
○
皇
一
六
米
）
石
室
あ
り

石
仏
一
体
が
建
立
さ
れ
て
あ
る
。

建
立
年
月
等
不
明
で
あ
る
が
、
樫
と
タ
ブ
の
老
木
が
あ
る
。

’

五

二

所

在

地

大

字

今

高
仏
、
広
場
の
右
側
に
（
縦
○
・
八
○
横
○
・
四
七
米
）
石
室
が
あ

ブ
（
》
Ｏ

山
ノ
神
を
祀
っ
て
あ
り
毎
年
三
月
十
六
日
に
祭
祀
さ
れ
て
い
る
。

が
行
わ
れ
て
い
る
。
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明
治
二
十
七
年
建
立

と
あ
る
。
こ
れ
は
風

除
神
が
祀
れ
、
豊
作

祈
願
の
た
め
に
毎
年

四
月
八
日
に
風
祭
り

が
行
わ
れ
て
い
る
。

銘
あ
り

一

五

五

所

在

地

大

字

塩

原

堂
後
谷
池
左
側
に
、
石
室
一
基
あ
り
（
巾
○
・
六
一
高
一
・
一
七
米
）

の
ブ
ロ
ッ
ク
職
で
中
に
、
大
師
像
（
巾
○
・
一
八
高
○
・
三
九
米
）
が

祀
ら
れ
て
あ
る
。
こ
こ
は
カ
ー
ブ
に
て
事
故
多
発
地
点
の
た
め
、
交
通
安

全
を
祈
り
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
建
立
者
多
津
田
渤
・
石
工
興
梠
政
行
と

一

五

六

所

在

地

大

字

柏

観
音
堂
の
左
側
に
（
台
石
横
一
・
五
高
○
・
六
五
米
の
上
に
、
高
一
・

五
横
○
・
八
茄
米
）
石
室
が
建
立
さ
れ
て
あ
り
、
中
に
薬
師
地
蔵
（
四

卜
番
）
地
蔵
菩
薩
（
四
十
一
番
）
の
二
体
（
高
○
・
四
八
巾
○
・
二
二

米
）
が
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

一

五

七

所

在

地

大

字

柏

（

溜

淵

）

県
道
河
内
ｌ
矢
部

線
沿
い
、
田
代
重
利

氏
の
庭
に
（
巾
○
・

六
五
高
一
・
二
五

米
）
の
石
室
が
あ
り
、

中
に
仏
像
一
体
が
祀

ら
れ
て
あ
る
。
詳
し

き
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。
花
筒
（
石
造
）
に
宝
暦
八
年
二
七
五
八
）
：
一

月
中
日
、
田
上
茂
兵
と
銘
が
あ
る
。

一

五

八

所

在

地

大

字

橘

小
学
校
下
角
三
叉
路
上
に
石
室
あ
り

台
石
（
巾
一
・
一
五
厚
○
・
一
五
米
）

室
高
（
一
・
一
五
内
巾
○
・
六
米
）

の
中
に
石
仏
（
地
蔵
尊
）
一
体
（
高
○
・

四
五
巾
○
・
二
米
）
が
祀
れ
、
寛
保

四
ｊ
年
二
月
吉
日
（
一
、
七
四
四
）
に

銘
あ
る
も
詳
し
き
こ
と
不
明
で
あ
る
。
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第2鱈 ／ 侭（イi顎）

一

六

一

所

在

地

大

字

橘

（

椛

山

）

部
落
中
央
に
、
基
礎
石
積
の
上
に
木
造
瓦
葺
の
祠
あ
り
中
に
石
像
一

体
あ
り
（
高
○
・
七
五
巾
○
二
九
米
）

火
伏
地
蔵
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
建
立
年
月
等
不
明

一

六

○

所

在

地

大

字

橘

（

椛

山

）

公
民
館
の
裏
山
に
豐
受
大
神
の
鳥
居
あ
り
。
そ
の
正
面
に
石
室
（
高
○
・

八
七
巾
○
・
二
九
米
）
が
一
基
建
立
さ
れ
て
あ
る
。
石
室
の
中
に
（
高

○
・
一
七
巾
○
・
○
六
米
）
小
さ
い
金
塗
り
の
仏
像
が
一
体
祀
れ
て
あ

五
穀
豊
穣
を
祈
念
し
て
建
立
さ
れ
祭
祀
さ
れ
た
も
の
と
云
う
。

一

五

九

所

在

地

大

字

橘

（

椛

山

）

公
民
館
の
裏
山
に
、
巾
○
・
四
三
横
○
・
四
高
一
。
○
米
の
石
室

が
あ
り
卍
印
の
み
に
て
他
に
何
に
も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
此
の
地
は
、

以
前
雑
木
荒
地
に
て
人
の
立
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
所
で
あ
っ
た
が
、
終

戦
後
、
江
藤
今
朝
人
氏
に
お
告
げ
あ
り
て
椛
山
地
内
に
未
だ
見
捨
て
ら
れ

日
頃
か
え
り
み
ら
れ
な
い
尊
い
所
が
あ
る
の
で
探
し
て
手
厚
い
祭
祀
を
営

む
様
に
と
の
事
で
、
区
内
を
幾
日
も
費
し
て
探
す
う
ち
此
の
荒
撫
の
地
を

見
つ
け
、
鳥
居
、
祠
を
建
て
清
浄
に
し
て
祀
っ
た
の
が
こ
の
石
室
の
始
り

フ
（
》
Ｃ

と
一
云
』
つ
。

を
奉
齊
し
た
も
の
で
あ
る
。

神
官
、
後
藤
松
寿
、
総
代
江
藤
一
四
、
江
藤
清
臣
、
後
藤
末
広
、
山
辺
狩

風
雪
に
よ
り
破
損
甚
だ
し
く
な
り
協
議
の
上
、
昭
和
三
十
二
年
三
月
現
在

の
石
室
に
再
建
し
た
。
完
成
と
同
時
に
四
国
金
刀
比
羅
宮
の
祭
神
の
分
鶉

エ

ハ

ニ

所

在

地

県
道
河
内
。
矢
部

線
右
側
に
石
室
が
あ

る
（
台
石
二
段
○
・

二
四
巾
○
・
九
三

～
一
・
三
米
）
室
（
高

一
・
一
三
巾
○
・

七
八
米
）
中
に
仏
像

一
体
が
安
置
さ
れ
、
台
石
（
○
・
二
八
×
○
・
二
八
）
仏
像
（
高
○
・
五

五
巾
○
・
二
五
米
）
文
政
十
ｒ
亥
（
一
八
二
七
）
正
月
吉
日

椛
山
村
施
主
江
藤
伝
三
郎
と
銘
あ
る
。
以
前
は
、
旧
道
山
道
の
岩
の
下
に

祀
ら
れ
て
あ
っ
た
が
、
道
路
改
良
工
事
に
伴
い
現
地
に
移
転
せ
ら
れ
た
。

日
頃
交
通
安
全
・
家
内
安
全
。
子
供
の
成
育
を
願
っ
て
参
拝
者
多
く
、
常

に
酒
、
果
物
等
供
え
ら
れ
て
一
般
者
の
尊
崇
の
厚
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

一
一
ハ
ー
ニ

六

三

所

在

地

大

字

橘

（

椛

山

）

椛
山
と
椎
屋
の
境
に
あ
り
、
以
前
は
小
さ
い
祠
で
あ
っ
た
が
、

大
字
橘
（
吐
の
獺
）

↓

長
年
の

月
現
在
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又
、
山
辺
義
継
外
氏
子
一
同
、
石
工
山
辺
一
男
と
銘
が
あ
る
。

一

六

四

所

在

地

大

字

橘

（

椎

屋

）

部
落
中
心
地
に
天
神
宮
の
石
室
が
あ
り
、
基
礎
石
積
（
高
○
・
八
米
）

台
石
二
段
（
高
○
・
三
米
）
の
上
に
、
高
○
・
六
五
巾
○
・
五
米
の
中

に
祀
ら
れ
て
あ
る
。
社
新
築
昭
和
十
年
旧
十
一
月
二
十
五
日
椎
屋
氏
子
、

石
工
佐
藤
字
一
郎
と
銘
あ
り

一

六

五

所

在

地

大

字

高

畑

部
落
内
の
道
路
を

鯉

進
む
と
通
称
鬼
の
岩

門
と
呼
ば
れ
る
手

前
の
左
側
に
石
室
が

あ
る
。
台
石
（
巾
○
・

六
五
）
の
上
に
窒
商

（
一
・
○
巾
○
・

六
五
米
）
の
中
に
、
仏
像
一
体
が
祀
ら
れ
て
あ
る
。
弘
法
大
師
で
、
こ
こ

以
前
は
、
鬼
の
門
の
手
前
に
建
て
ら
れ
て
あ
っ
た
が
、
道
路
改
良
工
事
に

は
急
な
坂
道
の
た
め
、
人
や
牛
馬
の
安
全
を
祈
っ
て
祀
ら
れ
た
も
の
と
云

『

１

わ
れ
て
い
る
。
天
保
七
Ｆ
別
‐
（
一
八
三
六
）
三
月
日
立
佐
藤
利
兵
衛
、
甲

斐
安
右
衛
門
と
銘
が
あ
る
。

よ
り
現
在
地
に
移
さ
れ
た
。

一

六

六

所

在

地

村
中
道
路
上
の
工

藤
等
氏
所
有
の
畑
の

中
に
石
室
が
あ
る
。

台
石
（
巾
○
・
三
五

高
○
・
一
七
米
）
に
、

室
（
高
○
・
四
七
巾

○
・
三
四
米
）
の
中

に
石
仏
一
体
が
あ
る
（
台
石
○
・
一
三
×
○
・
○
八
）
仏
像
（
高
○
・
二

五
巾
○
・
一
○
米
）
子
安
観
音
と
云
わ
れ
る
。
今
も
安
産
を
祈
っ
て
お

参
り
さ
れ
て
い
る
。

’

六

七

所

在

地

大

字

東

竹

原

（

野

原

）

竹
原
線
入
口
三
叉
路
左
側
に
石
室
が
あ
る
。

台
石
（
巾
○
・
七
五
厚
○
・
’
六
米
）
室
（
高
○
・
八
六
巾
○
・
四

五
笠
巾
○
・
八
米
）
の
中
に
仏
像
一
体
（
弘
法
大
師
像
）
（
台
石
○
・
一

九
仏
高
○
・
三
巾
○
・
二
六
米
）
が
祀
ら
れ
て
あ
る
。
天
保
十
四
年

（
一
八
四
三
）
七
月
Ｌ
十
一
日
野
原
建
之
と
銘
あ
り

大
字
高
畑

卜

■

ｊ

ｑ

４

■

０
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第2窪 ﾉ号 佛〈イi掌）

（

巾

二

・

一

○

厚

○

・

一

七

長

○
・
八
三
米
）
中
に
仏
像
二
体
が
合

祀
さ
れ
て
あ
り
十
七
番
と
十
八
番
で

同
型
（
台
石
○
・
三
四
厚
○
・
一

五
の
上
に
仏
高
○
・
五
三
巾
○
・

一

六

八

所

在

地

大

字

東

竹

原

部
落
内
三
叉
路
右
側
に
大
師
堂
あ

り
、
左
側
に
石
室
が
あ
る
。
台
石
（
巾

一
・
五
五
厚
○
・
一
二
米
）
室
（
高

○
・
五
七
巾
一
・
○
米
）
笠
は
、

自
然
石
一
枚
物
が
置
か
れ
て
あ
る

（
竹
原
）

一

六

九

所

在

地

大

字

東

竹

原

（

竹

原

）

大
師
堂
後
の
杉
山
に
立
派
な
石
室
が
建
っ
て
い
る
が
、
中
の
仏
像
が
な

く
な
っ
て
い
る
。
建
立
年
月
等
不
明
な
り
（
台
石
二
段
で
全
高
一
・
四
三

室
巾
○
・
四
笠
巾
○
・
八
米
）

一

七

一

所

在

地

大

字

長

谷

（

稲

生

）

東
光
寺
の
裏
山
に
、
栗
石
の
上
に
、
巾
○
・
四
八
高
○
・
五
米
の
石

室
一
基
あ
り
中
の
御
身
体
と
し
て
玉
石
一
個
あ
り
部
落
の
人
の
話
し

で
は
、
天
神
さ
ん
と
も
云
わ
れ
て
い
る
が
、
建
立
年
月
等
詳
し
き
こ
と
不

一

七

○

所

在

地

大

字

柳

（

猿

丸

）

公
民
館
横
よ
り
登
坂
に
入
り
牧
場
へ
行
く
道
路
左
上
に
石
室
か
あ
り
、

基
礎
（
下
巾
二
・
○
高
一
・
一
五
米
）
の
上
に
高
○
・
九
巾
○
・
五

米
の
も
の
で
稲
荷
大
明
神
を
祀
っ
て
あ
る
。

明
な
り

一

七

二

所

在

地

大

字

長

谷

（

稲

生

）

倉
木
山
線
、
運
動
広
場
入
口
三
叉
路
の
所
に
石
室
一

八
笠
巾
○
・
六
四
奥
○
・
四
二
米
）
中
に
櫛
仏
一

二
七
米
）
で
あ
る
。
薬
師
如
来
像
建
立
年
月
等
不
明

体 墓
あ
り
（
高
○
・

（
高
○
。
呵
バ

ー
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巾
○
・
二
二
米
）
あ
り
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
二
月
吉
日
と
銘
あ
り
詳

し
き
こ
と
不
明
運
動
場
角
に
、
す
ば
ら
し
い
枝
振
り
の
松
の
古
木
が
あ

つ
つ
）
Ｃ一

七

三

所

在

地

大

字

長

谷

（

塚

の

原

）

金
比
羅
宮
の
右
側
に
、
タ
ブ
の
大
木
が
あ
り
、
そ
の
根
に
、
立
派
な
石

室
（
台
石
巾
○
・
七
厚
○
”
一
五
（
室
）
高
○
・
五
五
巾
○
・
四
笠

部
巾
○
・
八
七
高
○
・
四
一
上
巾
○
◆
五
九
米
）
一
基
が
あ
り
、
正

面
に
金
比
羅
大
権
現
・
襲
面
に
、
弘
化
三
年
二
八
四
六
）
午
十
月
吉
日

八
巾
○
・
七
三
米
）
笠
（
巾
○
・
九
二
高
○
・
七
一
米
）
中
に
石
仏

一
体
あ
り
台
石
（
巾
○
・
三
二
厚
○
・
一
八
）
仏
像
（
高
○
・
五
三
巾

○
“
二
五
米
）
で
、
台
石
に
七
十
五
番
薬
師
如
来
と
あ
る
。

一

七

五

所

在

地

大

字

上

差

尾

年

に

貯

蓄

構

記

念

に

建

立

さ

れ

た

。

四

国

八

十

八

ヶ

所

の

大

師

石

像

八

十

束

山

東

隔

寺

薬

師

堂

右

側

に

石

室

｝

基

建

立

し

あ

り

八

体

と

、

観

音

石

像

一

薑

十

三

体

が

、

祭

祀

さ

れ

て

あ

る

。

昭

和

二

十

年

頃

韮
礎
（
巾
○
・
八
三
厚
○
・
二
三
米
）
室
（
高
○
・
六
五
巾
○
・
六
迄
は
、
こ
の
地
に
芝
居
劇
場
が
建
っ
て
お
り
、
毎
年
三
月
三
十
~
川
、
七

一

七

四

所

在

地

大

字

大

見

口

（

岩

下

）

観
音
堂
の
石
段
昇
り
上
り
よ
り
左
側
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
石
室
が
建
立

さ
れ
て
あ
る
。
台
石
（
巾
○
・
七
八
高
○
・
一
五
米
）
室
（
高
○
・
六

八
巾
○
・
七
三
米
）
笠
（
巾
○
・
九
二
高
○
・
七
一
米
）
中
に
石
仏

と
銘
あ
り
詳
し
く
は
不
明
で
あ
る
。

米
）
笠
（
巾
○
・
七
上
○
・
一
九
高
○
・
二
米
）
中
に
石
仏
一
体
祀

り
あ
り
奉
寄
進
口
匡
コ
ロ
、
寛
匡
九
、
七
月
と
銘
あ
る
も
判
読
出
来
な

い
銀
杏
の
大
木
あ
り

一

七

六

所

在

地

大

字

柏

小
園
稲
荷
神
社
に
石
室
一

基
建
立
し
あ
り
立
派
な
も
の

で
あ
る
が
無
名
の
た
め
に
建

立
年
月
等
不
明
で
あ
る
。

基
礎
（
上
巾
一
・
七
八
下

巾
二
・
一
○
高
○
・
九
米
）

一

・

七

八

下

高
○
・
九
米
）

２

石

仏

一
七
七
所
在
地
大
字
柳
井
原
（
村
の
前
）

佐
藤
幸
人
氏
宅
前
方
の
丘
に
、
お
大
師
堂
が
あ
る
が
、
こ
の
丘
一
帯
（
面

蔽
約
三
反
歩
）
周
辺
に
、
同
氏
の
祖
父
佐
藤
宝
作
翁
が
、
明
治
四
十
皇

年
に
貯
蓄
構
記
念
に
建
立
さ
れ
た
。
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
大
師
石
像
八
十

台
石
（
巾
○
・

米
）
笠
（
巾
一

・
九
三
厚
○
・
一
六
）
室
（
巾
○
・
六
九

一
。
一
八
高
○
・
七
六
米
）

高
○
・
八
三

－48
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こ
の
大
師
蛍
の
横
か
ら
、
丘
の
三
段
階
に
亘
り
、
翁
を
偲
び
又
慕
い
て
、

次
の
詩
文
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
板
碑
に
刻
ま
れ
建
立
さ
れ
て
あ
る
ｃ

幕

イ

ブ

雫

作

翁

ヲ

堂

、

王

佐

藤

幸

人

作

詩

佐

藤

惠

照

刻

字

佐

藤

な

を

一

、

そ

の

か

み

の

山
を
拓
き
て
弘
法
の
御
堂
を
建
て
し
謨
作
（
翁
）
の

崇

き

尊

き

御

姿

に

今

髻

佛

と

蘇

る

言

、

そ

の

か

み

の

②

桜
は
朽
ち
て
な
け
れ
ど
も
芝
生
の
縁
日
に
増
せ
ば

赤
き
つ
つ
じ
は
緋
と
萌
え
て
大
師
の
堂
に

照

り

映

ゆ

る

三

、

堂

建

つ

る

月
二
十
一
日
の
祭
礼
日
に
は
、
部
落
総
出
に
、
近
隣
の
人
々
、
多
勢
の
参

拝
客
に
、
芝
居
観
監
で
出
店
も
出
さ
れ
、
老
若
男
女
の
人
出
で
、
大
変
賑

わ
っ
て
い
た
と
云
う
。
又
こ
の
一
帯
に
は
、
つ
つ
じ
も
数
百
本
植
樹
さ
れ

て
あ
り
、
五
月
四
・
五
日
頃
が
見
頃
に
て
色
と
り
ど
り
と
、
美
し
く
咲
き

ほ
こ
り
、
百
二
十
一
体
の
仏
像
も
笑
を
浮
か
べ
て
参
拝
者
を
待
ち
わ
び
て

い
る
よ
う
で
す
。

宝
作
雰
翌
依
称
え
け
ん
色
は
匂
え
ど
散
り
ぬ
る
を

’

’
「
雫
円
」
「
お
せ
ん
」
住
み
つ
き
て
井
泉
の
水
を
朝
夕
に
汲
み
て
読
綿
の

明
け
暮
れ
も
遠
き
昔
と
な
り
に
け
る

六

、

井

泉

掘

る

寸

宝
作
（
翁
）
は
語
し
に
け
ん
大
地
の
色
は
老
い
ず
し
て

人
間
の
世
は
移
ろ
う
を
六
根
清
浄
南
無
大
師

六

根

清

浄

南

無

大

師

七
、
東
作
（
翁
）
の
（
奉
祭
石
仏
）

開
山
成
り
て
幾
舂
秋
三
十
三
基
の
観
音
は

慈
悲
の
御
姿
そ
の
ま
塾
に
無
言
の
教
え
宣
え
給
う

八

、

遙

け

く

も

宝
作
（
翁
）
逝
い
て
幾
星
霜
八
十
八
基
の
石
仏
は

無
言
の
数
え
宣
り
つ
ゞ
も
深
き
し
じ
ま
に

座

し

袷

う

☆
へ
珪
桐
ノ
、
、

浮
世
の
花
の
一
盛
り
遍
照
金
剛
南
無
大
師

遍

照

金

剛

南

無

大

師

四
、
松
風
の
（
井
泉
の
水
）

大
師
の
堂
に
ほ
ど
近
く
灯
籠
冑
く
苔
牛
し
て

雫
作
（
翁
）
堀
り
し
井
泉
湧
く
永
久
に
器
き
せ
ぬ

五
、
夢
な
り
や

49－
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宝
作
（
翁
）
は
念
じ
け
ん
か
の
永
劫
の
深
み
よ
り

地
籟
天
籟
法
の
声
南
無
釈
迦
如
来

南

無

阿

弥

陀

ノ

~

、

ノ

、

佐

藤

宝

作

翁

の

足

跡

の

文

翁
曽
っ
て
公
務
に
あ
り
て
十
余
年
、
議
長
助
役
の
任
重
く
、
東
奔
西
走
暇

な
し
、
日
露
の
戦
猛
き
頃
、
時
将
に
、
文
明
開
花
の
花
開
く
計
造
屋

敷
や
美
奈
尻
は
、
和
牛
改
良
先
駆
け
し
翁
の
事
業
の
遺
跡
な
り
、
遥
々

し

Ｊ

１

と
乳
牛
求
め
西
東
、
天
蚕
飼
育
試
み
し
翁
の
欄
業
に
胸
躍
る
世
は
黎

明
の
明
治
か
な

劇

場

遺

跡

今
も
な
を
大
師
の
蝋
に
ほ
ど
近
く
、
遠
き
祖
先
の
観
劇
の
観
曄
、
椎

今
も
な
を
大
師
の
蝋
に
ほ
ど
近
く
、
遠
き
祖
先
の
観
劇
の
観
曄
、
桟

よ
ろ
こ
び
は
勧
進
元
の
胴
に
あ
り
は
た
観
衆
の
声
に
あ
り
酒
に
肴

を
交
し
合
い
切
狂
言
に
夜
は
更
け
る
。
う
れ
し
さ
に
勧
進
元
の
寝

作

（

翁

）

は

心

楽

し

く

銘

名

す

お

大

師

堂

の

又

の

名

は

西

向
Ｄ

〃

〃

』

』

『

川
の
安
楽
寺
。
念
願
木
仏
虹
商
く
も
た
ざ
一
徹
に
老
い
の
身
の
盤

生
身
に
引
き
く
ら
べ

眉

に

瀧

ら

し

扇

子

を

右

手

に

端

座

す

る

羽

織

袴

の

翁

像

。

は

モ

ロ

敷
き
そ
の
ま
蚤
に
遺
跡
は
し
る
く
、
残
り
た
り
。
そ
の
昔
三
味
や
太
か
な
さ
や
浮
世
の
花
は
脆
う
し
て
翁
は
遠
く
逝
き
し
か
ど
翁

鼓
や
拍
子
木
に
老
若
男
女
集
い
来
て
三
番
翌
か
ら
前
狂
言
そ
の
の
心
ゆ
か
し
ぐ
も
吾
額
づ
き
て
恋
い
慕
う
。

ざ

わ

め

き

が

伝

い

来

る

お

芝

居

の

悲

劇

喜

劇

の

お

も

し

も

さ

己

が

（

一

九

七

二

年

八

月

の

建

立

で

あ

る

）

九
、
石
仏
に

朕

灘
び
綾
な
せ
る
遠
き
祖
先
の
心
か
な
。

を
振
る
い
て
御
仏
の
姿
彫
み
つ

久
。
長
か
ら
ぬ
生
身
の
終
り
知

念

じ

て

彫

れ

ば

み

仏

の

数

も

い
つ
し
か
十
余
体
。
仰
ぎ
見
る
十 っ

余
の
仏
厳
そ
か
に
み
堂
の
奥
に

座
し
給
う
眼
つ
ぶ
れ
ば
迫
り
来

る
高
き
尊
き
法
の
声
。
自
像
彫

刻
老
の
日
を
名
も
芳
ば
し
き

セ
ン
ダ
ン

栴
檀
の
若
木
に
託
し
六
十
の

生
身
の
名
残
り
留
め
ん
と
己
が

姿
を
彫
み
け
ん
。
今
も
尚
明
治

の
名
残
り
そ
の
ま
繕
に
気
骨
を

ミ

ナ

ギ

眉
に
瀧
ら
し
扇
子
を
右
手
に

一

七

八

所

在

地

大

字

今

（

滝

下

）

部
落
中
間
の
町
道
左
側
上
方
約
一
○
○
米
の
岸
壁
の
下
に
あ
り

此
処
は
、
古
く
よ
り
「
滝
下
観
音
さ
ん
」
と
し
て
、
近
郷
に
知
ら
れ
て

お
り
、
縁
日
の
旺
月
’
八
日
に
は
、
窩
崎
県
か
ら
も
老
若
男
女
の
参
押
多

念
ず
る
は
国
家
安
泰
無
事
長

知
る
故
に
家
運
長
久
ひ
た
す
ら
に

-50-
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く
、
賑
い
を
し
め
し
て
い
た
。
特
に
「
縁
結
び
」
の
、
「
観
音
さ
ん
」
と
云

わ
れ
て
、
若
い
男
女
の
参
拝
が
、
多
か
っ
た
。
時
代
と
共
に
、
減
少
し
て

き
た
が
、
近
年
又
参
拝
者
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

以
前
は
、
現
在
地
の
上
の
岩
穴
に
安
置
さ
れ
て
い
た
が
、
岩
崩
れ
の
た

め
、
現
在
地
に
移
さ
れ
て
い
る
。

又
、
岸
壁
に
は
、
次
の
通
り
刻
ま
れ
て
あ
る
。

為
在
善
男
子
善
女
人
為
現
當
二
世
法
花
千
部
奉
読
調
建
立
御
堂

白
金
龍
山
妙
典
寺
十
一
面
尊
像
奉
造
立
成
就
之
側
泰
寄
進
処
滝

下
之
内
上
者
自
作
竹
林
溪
下
者
境
及
．
寺
領
里
舩
子
々
係
為
給
人
永

代
此
内
可
住
地
口
人
不
可
召
仕
法
花
讃
調
者
開
山
坂
東
相
模
国

藤
澤
住
人
龍
音

禅

師

願

主

今

村

山

城

守

源

末

久

干

時

永

正

六

年

（

一

、

五

○

九

）

巳

巳

正

月

十

八

日

法

名

昌

清

金

永

こ
れ
は
今
村
氏
が
米
山
に
築
城
し
た
と
さ
れ
る
。
永
録
三
年
二
五

六
○
）
よ
り
、
五
十
一
年
前
の
事
で
あ
る
。
更
に
修
理
の
記
録
が
、
大
正

十
四
年
四
月
改
修

今

村

山

城

守

後

胤
今

村

』

虎

籠

下
方
の
岸
壁
の
下
に
、

右
よ
り
（
台
石
共
○
・
五
巾
○
・
二
米
頭
部
な
し
）
三
一
番
目
（
台

石
共
○
・
五
巾
○
・
一
九
米
頭
部
な
し
）
三
番
目
（
台
石
共
○
・
七

と
銘
が
あ
る
。

下
方
の
岸
壁
の
下
に
、

右

よ

り

（

台

石

共

○

・

五

巾

石
共
○
・
五
巾
○
・
一
九
米

同

亀

三

郎

同

定

雄

同

国

八

田

上

亀

太

郎

藤

屋

廣

記

鹿
児
島
県
三
辺
郡
笠
砂
村

石

工

上

村

庄

一

＄

Ｊ

Ｆ

霞難■ｒｒ画８４．
仏

や

Ｆ
シ

ｑ
甲
一

ｐ

Ｆ

ａ

■

．

”
》
路
轆
麺
・
犀
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｜
巾
○
・
二
三
米
）
四
番
目
（
台
石
共
○
・
五
七
下
巾
○
・
四
三
胸

巾
○
・
三
五
米
）
万
番
目
（
台
石
共
Ｃ
・
五
三
巾
○
・
一
五
米
頭
部

な
し
）
六
番
目
（
台
石
共
○
・
六
五
巾
○
・
二
二
米
）

以
上
大
体
の
石
仏
が
、
合
祀
さ
れ
て
あ
り
、
参
拝
者
の
来
訪
を
侍
ち
わ
び

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
秋
の
紅
葉
時
に
ば
、
こ
こ
蘇
陽
峡
の
眺
め
は
、
す

’
七
九
所
在
地
大
字
花
上
（
下
神
働
）

下
神
働
部
落
公
民
館
の
前
に
建
立
し
あ
る
大
師
蛍
の
中
に
、
三
番
と
三

十
四
番
の
石
仏
が
合
祀
さ
れ
て
あ
る
。

由
来
と
し
て
、
次
の
と
お
り
記
し
あ
り

本
大
師
堂
の
本
尊
は
、
明
治
の
中
期
に
高
畑
地
区
を
始
め
に
当
地
区
迄
に

新
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
大
師
を
祭
祀
さ
れ
る
に
当
り
、
三
番
の
大
師
を
祭

祀
、
神
働
先
に
、
三
十
四
器
大
師
が
祭
祀
さ
れ
た
。
其
の
後
、
本
大
師
堂

改
築
が
成
さ
れ
、
同
時
に
、
三
十
四
器
目
大
師
係
も
合
祀
さ
れ
た
。

干
争
、
「
一
~
厚
｝
亀
ｌ
Ｏ

Ｉ
ｒ
ｂ
ト
ウ
~
・
’
１
１
１
１
号

仁

王

像

一
八
○
所
在
地
大
字
三
顛
本
（
丸
小
野
）

二
瀬
本
の
夜
渡
神
撰
で
、
有
名
な
、
火
伏
地
蔵
秋
葉
神
社
の
第
二
階
段

三
十
八
段
）
を
誉
っ
た
と
こ
ろ
左
右
に
等
身
大
の
石
像
二
体
が
あ
る
。

昔
か
ら
仁
王
さ
ん
と
呼
ん
で
、
庶
民
か
ら
親
し
ま
れ
、
ワ
ラ
ジ
、
下
駄
を

土
地
の
信
徒
が
建
立
し
た
と
、
云
わ
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
町
の
観
光
パ

ン
フ
~
レ
ッ
ト
の
表
紙
に
も
用
い
ら
れ
、
二
瀬
本
の
夜
渡
神
楽
と
共
に
、
普

く
官
一
伝
せ
ら
れ
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
宮
崎
、
鹿
児
島
、
鵠
岡
、
膣
島
と

訪
れ
る
人
も
多
い
・

石
像
は
、
左
右
同
形
で
あ
る
が
、
右
の
像
は
、
口
を
開
け
、
左
の
像
は
、

口
を
結
ん
で
い
る
。
尚
右
の
像
の
手
は
上
げ
て
い
る
方
は
結
び
、
下
げ
て

い
る
方
は
広
げ
、
左
の
像
は
反
対
で
あ
る
。

右
側
の
台
石
の
正
面
に
、
奉
寄
進
弘
化
三
年
午
十
二
月
・
左
面
に
、

山
口
伯
寿
、
右
面
に
、
上
部
に
澗
志
備
前
屋
、
吉
野
屋
、
Ｈ
向
屋
、
裏

面
に
、
石
工
英
七
と
銘
あ
り
、
左
側
の
台
石
の
正
面
に
は
同
じ
く
弘
化

三
年
十
些
月
奉
寄
進
と
あ
り
、
汽
面
よ
り
大
野
原
村
熊
之
助
搭
太

棄
太
桂
治
、
利
吉
枇
話
、
王
新
に
○
仁
瀬
本
村
乙
大
衛
門
、
十
蔵
伴

作
、
敬
八
、
政
蔵
（
後
面
に
）
利
三
冶
、
子
之
助
山
口
栄
寿
、
後
藤
八
衞
、

世
話
、
王
今
朝
松
、
和
作

始
め
酒
、
花
等
の
供
物
が
絶
え
た
こ
と
が
な
い
。

シ

ヤ

ク

日
本
石
仏
事
典
に
よ
れ
ば
、
金
剛
力
士
と
、
密
通
力
士
を
合
せ
て
、
仁
王

と
呼
ん
で
い
る
が
、
此
の
仁
王
さ
ん
に
は
、
八
Ｗ
Ⅱ
Ⅱ
仰
仙
仙
杵
（
シ
ョ
）

と
よ
ば
れ
る
、
持
物
や
獣
皮
の
服
を
天
衣
と
す
る
着
物
も
な
い
と
こ
ろ
か

ら
仁
王
力
士
と
呼
称
す
る
方
が
適
当
な
様
に
思
え
る
。
此
の
右
の
石
像
は
、

弘
化
三
年
二
八
四
六
）
山
口
伯
寿
翁
が
世
話
人
と
な
っ
て
建
設
さ
れ
た

が
、
こ
の
石
像
は
、
馬
見
原
の
吉
野
屋
を
始
め
多
数
信
者
の
援
助
に
よ
り
、
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